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【平成２４年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見

込まれる 

 Ａ－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込

まれるが、一部に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の

減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、米国ユタ州に建設された宇宙望遠鏡(Telescope Array)を用いて、超高エ

ネルギー宇宙線をこれまでにない感度で観測し、1) 起源天体の同定、2) ZGK 限界の

存否の決定、3) 構成粒子成分の特定、の 3 つの目標を達成することを目指している。 

超高エネルギー観測装置は正常に働き、当初目標に向けたデータを蓄積しつつある。

3 つの目標の内、ZGK カットオフについては、現時点で上限なし仮説を 3.9 シグマで

否定し、くぼみ構造も確定した。また、この領域の宇宙線組成がほぼ陽子成分からな

ることを明らかにするなど、一定の研究成果が得られているが、目標達成には引き続

き観測を続ける必要がある。さらに、統計をあげて発生源分布や活動銀河との相関度

などについてもクリアな結果を期待したい。研究成果を論文発表する努力も怠らない

でほしい。なお、南天観測の PAO (Pierre Auger Observatory)と若干食い違いが見ら

れるので、両者の観測結果の整合性を取る努力をしてほしい。 

 


